



































	第8章 連結に関する一般事項
	8.1 部材の連結
	8.1.1 一般
	8.1.2 溶接，高力ボルト，普通ボルト，リベットの併用

	8.2 溶接継手
	8.2.1 溶接の種類と適用
	8.2.2 溶接部の有効厚
	8.2.3 溶接部の有効長
	8.2.4 すみ肉溶接の脚およびサイズ
	8.2.5 すみ肉溶接の最小有効長
	8.2.6 突合せ継手
	8.2.7 重ね継手
	8.2.8 T継手

	8.3 高力ボルト継手
	8.3.1 一般
	8.3.2 高力ボルト，ナットおよび座金
	8.3.3 ボルト孔
	8.3.4 ボルト長さ
	8.3.5 ボルトの中心間隔
	8.3.6 縁端距離
	8.3.7 ボルトの最少本数
	8.3.8 勾配座金および曲面座金

	8.4 普通ボルト継手
	8.4.1 一般
	8.4.2 ボルト，ナット，座金
	8.4.3 ボルト孔
	8.4.4 ボルト中心間隔
	8.4.5 縁端距離
	8.4.6 最少本数
	8.4.7 勾配座金，曲面座金

	8.5 リベット継手
	8.5.1 一般
	8.5.2 リベット
	8.5.3 リベット孔
	8.5.4 リベットの中心間隔および縁端距離
	8.5.5 リベットの最少本数
	8.5.6 間接連結
	8.5.7 フィラー
	8.5.8 長いリベット

	8.6 ピンによる連結


